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しまねの土地改良だより 
平成23年 8月 1日発行      水土里ネット島根 

 

■ 農業農村整備の推進について要望活動実施 

島根県農業農村整備推進協議会を始め中国四国各県の

農業農村整備推進団体で組織する中国四国地域農業農村

整備関係協議会（本年度は島根県が事務局）は、７月２７・

２８日の両日に亘って、農地・水保全管理支払交付金（共

同活動支援）の継続等について、関係機関に対し要望活動

を行いました。 
当日は、本協議会の代表を務める宇津徹男島根県農業農

村整備推進協議会会長（浜田市長）を始め、各県の協議会

代表者など総勢２２名が参加し、田名部匡代農林水産大臣政務官、武内則男陳情要請対応本部副本部長

（民主党）、石破茂政務調査会長（自由民主党）、吉村馨農林水産省農村振興局長及び同局関係部課長、

各県選出の国会議員に対し、下記６項目について要望しました。 
要望活動の冒頭、宇津会長は、「条件不利地を多く抱える中四国地域ではあるが、ほ場整備を契機とし

た農地集約や、地域ぐるみで農地や農業用水路などの資源保全活動に努力しているところであり、今後

も農業・農村の振興について適切な措置が講じられること」また、「東日本大震災に起因する広範且つ甚

大な被害からの復興に当たっては、全国民が一丸となって取り組む必要があるが、被災地の復興に向け

て、各地域が長期的な支援が継続できるよう、復興財源については別途手当てし、中国四国地域の農業

農村活性化に必要な農業農村整備が確実に実施できるよう予算を確保すること」を述べ、その後各要望

項目について提案県から要望内容について説明が行われました。 

要望項目 
１ 農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援）の継続 

２ 戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業の継続 

３ 地域農業水利施設ストックマネジメント事業の拡充 

４ 小水力発電導入の支援と規制等の緩和 

５ 老朽化したため池の整備促進と国庫負担の拡充 

６ 水田汎用化に資する（国費１００％）による再整備事業の創設 
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■ 県内初の「水田魚道」を設置 

７月２日、出雲市美談町で県内初となる「水田魚道」が設置さ

れました。 
水田魚道は、水路と田んぼを自由に行き来できる、メダカやド

ジョウなどの魚の通り道で、豊かな生態系を保全しながら水稲を

栽培できることから、その活用を広く知ってもらおうと、島根県

農業農村整備推進協議会と島根県農地・水・環境保全協議会の事

務局である本会が、県及び出雲市職員の方とともに、地元の協力

を得て設置したものです。 
当日は、生態系保全活動やその指導を全国的に行っている「ナマズのがっこう（宮城県）」事務局長の

三塚牧夫氏の指導で、関係者ら２０名が参加し作業を行いました。 
水田魚道は、ポリエチレン製波付Ｕ字溝数本を約８度の傾斜で畦畔沿いに設置し、流速調整のせき板

を階段状に十数枚取り付け、魚が上りやすいようにしてあり、２時間ほどで設置が完了し、翌日には約

５０匹のメダカなどの遡上が確認されました。 
今回は、翌日の「ルーラル・ミーティング in しまね」の開

催に併せモデル的に設置したもので、その開催前・後には多く

の参加者が現地を訪れ、興味深く見学されていました。 
これを機会に、県内でも多くの水田魚道が設置され、豊かな

生態系保全へ繋がってほしいと願っています。 
なお、今後、水田魚道の設置を検討されている方、もっと詳

しい話をお聞きになりたい方は、「水土里ネット島根 資源保全

担当（TEL：0852-32-4141）」までご連絡ください。（当日設置

した水田魚道セットを、本会でも１セット保有しております） 
 

設置後半日でたくさんのメダカが遡上 

 

 

水田を巡る環境 

○水田は水路より流れが緩やかで、水温が高く、餌となるプランクトンが豊富で、産卵や稚魚の成育に最適 

○水田の乾田化が図られ、水田と水路の高低

差が大きく、魚は相互の行き来が不可能 

ほ場整備後の水田 

○水田と排水路との高低差があまりなく、農業用排水

路に棲むメダカ等の魚は、水田と水路の行き来が可

能であった。 

○水田は産卵や稚魚の成育の場としてだけでなく、大

雨や洪水時の避難場所として利用されていた。 

かつての水田 

水田生態系の魚が減少 

 

 

田んぼの生きもの復活（水田魚道） 

○魚の生息場の身近な水田水域に水田魚道を設置し、地域の方々（農地・水活動組織等）が農業生産と調和を図

りながら、魚や水田に棲む生きもの観察会などを実施し、地域の生物多様性確保と地域住民の意識向上を図る。 



しまね土地改良だより 

 

  3  
 

■ ルーラル・ミーティング in しまね（Ｈ２３） 

島根県農業農村整備推進協議会及び島根県農地・水・

環境保全協議会主催による「ルーラル・ミーティング in 
しまね」が７月３日、出雲市平田町の平田文化館で、中

国四国農政局、県内行政関係者、農地・水保全向上対策

活動組織など約４００名が参加し開催されました。 
「ルーラル・ミーティング in しまね」は、農業・農

村を取り巻く状況の変化に即したテーマを掲げ、関係者

が話し合いをする場として、平成１３年度から毎年開催

され、今回で１１回目を迎えました。 
今回は、「未来へつなごう水土里（ふるさと）の資源（たから）」をテーマに、研修会や農地・水環境

保全向上活動の事例発表、シンポジウムを通して、地域づくりについて話し合いが行なわれました。 
シンポジウムでは、浜田年騏島根大学名誉教授がコーディネーターを務め、長岡秀人出雲市長や國弘実

中国四国農政局長ら７名のパネリストが、「地域活性化の切り札『農地・水・環境保全活動』の継続につ

いて」をテーマに、本事業が農村地域の資源保全意識の向上や農村コミュニティの醸成に果たしてきた

役割や、２４年度以降の事業継続などについて意見が交わされ、最後に、会場で、事業継続を求める決

議案を採決し、長岡出雲市長から國弘中国四国農政局長に対しその申し入れが行なわれました。 

■ 田んぼの学校 in 山王寺 

7 月 23 日（土）に雲南市の山王寺において田んぼの学校『棚田の自然調べコース』が、松江市、雲南市からの

親子連れ約８０人の参加により開催されました。 

「日本の棚田百選」に選定された山王寺地区では、平成１８年から田んぼの学校が毎年開校され、「田植え」

「自然調べ」「稲刈り」「収穫祭」を開催しております。 

当日は『自然観察ウォーク』と称して山王寺展望台から畑展望台までの往復約 3ｋｍのウォーキング、的場ため

池での『生きもの観察』がありました。ため池には、メダカ、エビ、タガメ、ドジョウなど多種多様な生きものが採れ、

棚田の自然の豊かさを実感しました。 

又、恒例となりました「棚田の明かり」では、 周りがうす暗く

なってきた頃、田んぼの周辺に松明が灯されました。幻想的

な棚田景観が、子供たちの記憶に残る楽しい田んぼの学校と

なりました。 

 「田んぼの学校」は、農作業を通して、遊びと学びに対し

豊かな感性を持った子供たちが、働く喜び、学ぶ喜びを体験

することで、将来農業農村の良き理解者となってもらうことを

目的に開催するものです。 

この取り組みは水土里ネットしまねのホームページに掲載

しておりますので、是非ご覧ください。 

(http://www.shimanedoren.or.jp/tanbo/tanbo.htm) 
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■ 会員だより 
◆中国四国農地集団化協議会表彰 

７月２２日、愛媛県松山市で開催された中国四国農地集団化協議会第４３回通常総会において、

農地集団化永年勤続者および全国農地集団化協議会会長賞の表彰式が行われ、本県からは次の個

人・団体が受賞されました。 
今後益々の御活躍をお祈りいたします。 

○平成２２年度中国四国農地集団化協議会農地集団化永年勤続者表彰 
島根県土地改良事業団体連合会   白 築 修 司 氏 

○平成２２年度全国農地集団化協議会会長表彰 
県営角井地区第２工区       頓原土地改良区 

■ 報告 
◆隠岐管内業務説明会 

７月７日（木）隠岐支庁会議室にて、永原隠岐支庁長外来賓８名、町村会員７名、改良区会員１

０名、本会６名参加により、業務説明会開催。 

◆益田管内業務説明会 
７月１２日（火）吉賀町むいかいち温泉ゆららにて、齋藤益田県土整備事務所長、中村西部農林

振興センター益田事務所長外来賓４名、市町会員９名、改良区会員８名、本会６名参加により、業

務説明会開催。 

◆大田管内業務説明会 
７月２９日（金）大田市プラザホテルさんべにて、高橋大田事業所長、品川西部農林振興センタ

ー農業普及部大田支所長外来賓４名、市会員５名、改良区会員１０名、本会４名参加により、業務

説明会開催。 

■ 今後の主な予定 
８月 ６日  第４０回土地改良関係職員球技大会（宍道総合公園） 
８月１０日  出雲管内業務説明会及び意見交換会（出雲市） 
８月１７日  雲南管内業務説明会及び意見交換会（飯南町） 
８月１８日  松江管内業務説明会及び意見交換会（松江市） 
８月２２日  県央管内業務説明会及び意見交換会（美郷町） 
８月２４日  浜田管内業務説明会及び意見交換会（浜田市） 

 

「水」「土」「里」 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空間 

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町 432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 
ホームページ http://www.shimanedoren.or.jp/ メール smndoren@shimanedoren.or.jp 

み   ど   り 


